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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　次に、図１７に記載の画素の動作（消光から発光までの動作）について説明する。図１
７（Ａ）～（Ｃ）は、図１６に記載の画素に印加される電圧波形の一例を表したものであ
る。具体的には、図１７（Ａ）～（Ｃ）には、電源線ＰＳＬに２種類の電圧（Ｖｓｓ、Ｖ
ｃｃ）が、信号線ＤＴＬに２種類の電圧（Ｖｓｉｇ、Ｖｏｆｓ）が、書込線ＷＳＬに２種
類の電圧（Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆ）が印加されている様子が示されている。図１７（Ｄ），（
Ｅ）には、電源線ＰＳＬ、信号線ＤＴＬおよび書込線ＷＳＬへの電圧印加に応じて、トラ
ンジスタＴ２００のゲート電圧Ｖｇおよびソース電圧Ｖｓが時々刻々変化している様子が
示されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（閾値補正準備期間）
　まず、閾値補正の準備を行う。具体的には、駆動回路（図示せず）は、電源線ＰＳＬの
電圧をＶｃｃからＶｓｓに下げる（ｔ１）。すると、ソース電圧ＶｓがＶｓｓとなり、有
機ＥＬ素子Ｄ１００が消光する。次に、駆動回路は、信号線ＤＴＬの電圧をＶｓｉｇから
Ｖｏｆｓに切り替えたのち（ｔ２）、電源線ＰＳＬの電圧がＶｓｓとなっている間に、書
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込線ＷＳＬの電圧をＶｏｆｆからＶｏｎに上げる（ｔ３）。すると、ゲート電圧ＶｇがＶ
ｏｆｓに下がる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の駆動方法は、第１信号線および第２信号線の電圧をサンプリングするサンプリ
ング回路と、サンプリング回路によってサンプリングされた電圧を保持する保持回路と、
保持回路で保持された電圧に基づいて発光素子を駆動する駆動回路とを有する画素回路の
駆動方法である。この駆動方法は、以下の２つのステップを含んでいる。
　（Ａ）第１信号線に階調を反映した電圧が印加されるとともに、第２信号線に基準電圧
が印加されているときに、サンプリング回路によって第１信号線および第２信号線の電圧
をサンプリングする第１サンプリングステップ
　（Ｂ）第１サンプリングステップにおけるサンプリングにより得られた電圧が保持回路
で保持されているときであって、かつ第２信号線に階調を反映した電圧が印加されている
ときに、サンプリング回路によって第２信号線の電圧だけをサンプリングする第２サンプ
リングステップ
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の駆動方法では、第１信号線および第２信号線の電圧がサンプリングされた後、
サンプリングにより得られた電圧が保持回路で保持されているときであって、かつ第２信
号線に階調を反映した電圧が印加されているときに、サンプリング回路によって第２信号
線の電圧だけがサンプリングされる。これにより、第１信号線の電圧よりも大きな電圧を
保持回路に保持することが可能となり、そのような大きな電圧に基づいて発光素子を駆動
することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　図３は、表示装置１の一の画素１３に印加される電圧波形の一例を表したものである。
具体的には、電源線ＰＳＬに２種類の電圧（Ｖｃｃ、Ｖｓｓ）が、信号線ＤＴＬ１，ＤＴ
Ｌ２に３種類の電圧（Ｖｏｆｓ、Ｖｓｉｇ１、Ｖｓｉｇ２）が、書込線ＷＳＬ１，ＷＳＬ
２に２種類の電圧（Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆ）が印加されている様子が示されている。さらに、
図３には、電源線ＰＳＬ、信号線ＤＴＬおよび書込線ＷＳＬへの電圧印加に応じて、トラ
ンジスタＴ３のゲート電圧Ｖｇおよびソース電圧Ｖｓと、接続点Ａの電圧が時々刻々変化
している様子が示されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
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（第１適用例）
　図１１は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるテレビジョン装置の外観を表し
たものである。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル３１０およびフィルタ
ーガラス３２０を含む映像表示画面部３００を有しており、この映像表示画面部３００は
、上記実施の形態に係る表示装置１により構成されている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
（第２適用例）
　図１２は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるデジタルカメラの外観を表した
ものである。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発光部４１０、表示部４２
０、メニュースイッチ４３０およびシャッターボタン４４０を有しており、その表示部４
２０は、上記実施の形態に係る表示装置１により構成されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
（第３適用例）
　図１３は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるノート型パーソナルコンピュー
タの外観を表したものである。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５
１０，文字等の入力操作のためのキーボード５２０および画像を表示する表示部５３０を
有しており、その表示部５３０は、上記実施の形態に係る表示装置１により構成されてい
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
（第４適用例）
　図１４は、上記実施の形態等の表示装置１が適用されるビデオカメラの外観を表したも
のである。このビデオカメラは、例えば、本体部６１０，この本体部６１０の前方側面に
設けられた被写体撮影用のレンズ６２０，撮影時のスタート／ストップスイッチ６３０お
よび表示部６４０を有しており、その表示部６４０は、上記実施の形態に係る表示装置１
により構成されている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
（第５適用例）
　図１５は、上記実施の形態等の表示装置１が適用される携帯電話機の外観を表したもの
である。この携帯電話機は、例えば、上側筐体７１０と下側筐体７２０とを連結部（ヒン
ジ部）７３０で連結したものであり、ディスプレイ７４０，サブディスプレイ７５０，ピ
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クチャーライト７６０およびカメラ７７０を有している。そのディスプレイ７４０または
サブディスプレイ７５０は、上記実施の形態に係る表示装置１により構成されている。
　                                                                              


	header
	written-amendment

